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研究内容： アイルランドおよびケルト諸言語地域の伝承文学における超自然的要素について 

 

異界とその住人である妖精は、ヨーロッパの様々な文学作品に描かれ

てきたが、これらの概念は、「ケルト」という類似した言語文化を持った

人々の異界・妖精に対する考え方から少なからぬ影響を受けてきてい

る。そこで、ケルト系言語文化の異界観・妖精観を色濃く残しているとさ

れるアイルランド民話に関心を持ち、そこにおける異界および妖精の特

徴を明らかにするための研究を行ってきた。また、異界や妖精という枠

組みからのみでなく、あらゆる超自然的要素についてその特徴を網羅

的に明示することを目指している。 
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（写真上左：Ó hEochaidh, Seán. Fairy Lengends from Donegal. Dublin: University College Dublin, 1977, 上右：Ó Súilleabháin, Seán. 
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